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局所拡大率のn-ちumの log n依存性 Ⅰ(コメント)













ri+l=ri - (I(/2n)sin2冗 Oi
(mod1)
(K=0.9971635･･･)を用いた｡
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図7は､¢β (β)≡- (1/ log n) log (P (β;n)/P (0;爪))を示したもの




このように､ (4)のβによって塩界 トー ラス上の運動の特徴が引き出せることがわかる.
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図6 図3のL)A (Xo)の '^ヮ-スペクトル
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･全般的には､森 肇●｢ァトラクターの特異な局所構造とq-相転移｣ (基研研究会 198め
を参照下さい｡
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